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初夏の候となりました、市民の指厳お元気でお過しのことと存じます

私共三曲人がH乍年調打F市当局を始め教育委員会の御支援のもとに調布市三曲音楽協会創立

以来いよいよ親陸と研究、毎日の練磨によりまして再びここに一年の研鎖の成果を御覧い

ただくためオ2回 の波茶会を催しまして重ねて皆様方の御高教を仰ぎたいと存じます

何年仙l近隣お誘い頂き冷房完術の公民購で日曜日のひとときをお寛ぎ下さいますようお待

ち申上げます

なお今後一層の御指導と御後援を会員一同に代りお願い申上げます

昭 和13 9年 6月 2 8日

調 布 市 三 曲 音 楽 協 会

会長 磯 野 茶 山
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星 出  湖  山  作  曲
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調 布 市 三 曲音 楽 協 会 事 務 所

調 布 市 小 島 町 204 (伊 東 方 )
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